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地域によろこびの
種をまく

　今回のあぐろグラムではJA岡山公式Instagramを紹介
します。管内のイベント告知や旬の情報、お得なキャンペー
ンの紹介などを発信しています。
　2年前に開設し、投稿したらすぐに「いいね」やコメントを
いただき、JA岡山のファンをとても身近に感じるようにな
りました。
　大好きな地元、地域を盛り上げる未来への種まきとして、
Instagramを通じた地域情報の発信をこれからも続けて
いきます。
　右記のQRコードからチェックしてみてください。
　
　　　　　　　　　　　　　　　編集担当

JA岡山公式
Instagramをチェック！

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

Recipe
旬のレシピ紹介

レシピ提供／永井智一（ながいともかず）
茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

フライパンにサラダ油をひき、ひき肉をよく炒める。

（1）に角切りにしたフルーツトマトを入れさらに炒める。

（2）に水、ブイヨンキューブを入れ、中火で煮込む。

フライパンの水分が3分の1になったら、卵を溶き回し掛けてとじる。

丼にご飯を盛り付け、（4）をのせアサツキを散らし出来上がり。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

簡
単
洋
風
玉
子
丼

簡
単
洋
風
玉
子
丼

豚ひき肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120g
フルーツトマト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個
鶏卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1カップ
ブイヨンキューブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
アサツキ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小口切り適宜
ご飯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2膳分

作り方 材料（2人分）

JA岡山公式Instagramはこちら！

@jaokayama_official久山 隆一

地
域
に
よ
ろ
こ
び
の

種
を
ま
く

JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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「ＴＡＣ指導員の課題実践報告」
瀬戸内営農センターの取り組み内容



FEATURE
This month's

｜

瀬
戸
内
営
農
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
内
容

｜

今月の特集

広
報
　
２
つ
の
課
題
実
践
計
画
を
設
定

し
た
経
緯
に
つ
い
て
具
体
的
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　祇
園
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
（
以
下
、
祇
園
）

　
せ
と
う
ち
レ
モ
ン
部
会
は
、
部
会
員

約
７０
名
、
面
積
約
８
㌶
で
栽
培
し
て
い

ま
す
。
瀬
戸
内
市
で
は
、
昭
和
５０
年

代
に
試
験
的
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
５７
年
の
低
温
に
よ
る
枯
死
で
栽
培

が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
遊

休
農
地
対
策
で
平
成
１７
年
に
レ
モ
ン
栽

培
を
再
開
し
、
瀬
戸
内
市
と
と
も
に
面

積
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
沿
岸
地
域
を
中
心
に
作
付
面
積
も

増
え
、
収
穫
量
も
伸
び
て
い
ま
す
。
出

荷
量
の
確
保
と
品
質
向
上
に
よ
る
有
利

販
売
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

か
ん
き
つ
の
特
性
で
あ
る
隔
年
の
収
穫

量
の
差
が
大
き
く
、
収
量
が
安
定
し
て

い
な
い
た
め
、
せ
ん
定
な
ど
の
基
本
栽

培
技
術
の
見
直
し
に
よ
り
、
収
量
・

品
質
の
向
上
を
図
り
、
農
家
収
入
の

安
定
と
併
せ
て
遊
休
農
地
の
活
用
に
よ

る
面
積
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

今
田
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
（
以
下
、
今
田
）

　
前
島
で
の
新
規
就
農
者
の
確
保
を

目
的
に
、
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
、
農
家
組
合

や
岡
山
県
、
瀬
戸
内
市
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
牛
窓
地
区
を
キ
ャ
ベ

ツ
の
産
地
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
離
島

で
の
就
農
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

広
報
　
設
定
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
た
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し

た
か
。

祇
園
　
園
地
巡
回
指
導
や
講
習
会
等

を
行
い
、
適
期
防
除
・
栽
培
技
術
の

向
上
に
取
り
組
み
、
出
荷
量
の
増
加

に
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
２８
日

に
部
会
員
で
レ
モ
ン
栽
培
の
先
進
地
で

あ
る
広
島
県
の
瀬
戸
田
地
区
へ
視
察
研

修
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
産
者
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
田
　
岡
山
県
や
瀬
戸
内
市
が
実
施

す
る
就
農
希
望
者
が
集
ま
る
セ
ミ
ナ
ー

で
、
前
島
へ
の
就
農
相
談
を
行
い
、
農

地
の
状
況
や
島
で
の
生
活
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
就
農
希
望

者
に
よ
る
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
体
験
を
実
施

し
、
就
農
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
就
農
に
興
味
を
も
つ
移
住
者

も
い
ま
す
。

　
１
月
１５
日
、
前
島
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

で
牛
窓
甘
藍
進
発
式
を
開
催
し
、
生
産

者
の
生
産
意
欲
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

「
牛
窓
甘
藍
」
は
牛
窓
地
区
の
温
暖
な

気
候
を
生
か
し
て
生
産
さ
れ
る
ブ
ラ
ン

ド
キ
ャ
ベ
ツ
で
良
食
味
な
こ
と
で
も
市

場
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

広
報
　
２
つ
の
課
題
実
践
を
遂
行
す
る

に
あ
た
り
よ
か
っ
た
点
、
苦
労
し
た
点

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

課
題
や
改
善
点
は
あ
り
ま
し
た
か
。

祇
園
　
レ
モ
ン
栽
培
は
、
海
沿
い
の
園

地
が
適
し
て
お
り
、
海
か
ら
離
れ
る
と

寒
波
の
厳
し
い
年
に
は
若
木
が
枯
死
す

る
こ
と
が
多
く
、
毎
年
、
苗
木
の
定
植

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
目
に
見
え
た
面

積
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
初
期
の
定
植
か
ら
１０
年
以

上
経
過
し
、
成
果
期
に
入
っ
た
園
地
で

は
、
せ
ん
定
や
栽
培
管
理
の
技
術
の
再

確
認
と
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ
る
、
収

量
・
品
質
の
安
定
が
急
務
で
す
。

　
ま
た
、
地
元
産
レ
モ
ン
を
求
め
る
声

が
多
く
、
部
会
と
関
係
機
関
が
連
携

し
て
地
産
地
消
で
の
新
た
な
商
品
開
発

等
に
取
り
組
み
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
育
成
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
田
　
離
島
の
た
め
、
就
農
や
定
住
に

つ
い
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、

瀬
戸
内
市
や
農
家
組
合
の
積
極
的
な

支
援
や
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、

新
規
就
農
の
不
安
は
少
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

広
報
　
部
会
・
生
産
者
か
ら
の
評
価

は
い
か
が
で
す
か
。

祇
園
　
病
害
虫
防
除
の
徹
底
が
必
要

な
た
め
、
講
習
会
等
で
の
強
い
呼
び
か

け
や
園
地
巡
回
を
求
め
る
声
が
多
い
で

す
。
備
前
広
域
農
業
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
等
と
協
力
し
専
門
的
な
資
料
も

Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
の
課
題
実
践
報
告

Ｊ
Ａ
岡
山
営
農
振
興
計
画
に
基
づ
い
た
各
営
農
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
の
課
題
実
践
計
画
と
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
と
農
業
者
の
声
と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

活
用
し
な
が
ら
幅
広
く
指
導
を
行
い

ま
す
。

　今
田
　
岡
山
県
や
瀬
戸
内
市
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
新
規
就
農
者
を
募
集
す
る
た

め
、
定
住
先
の
確
保
や
生
活
面
、
農

業
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
希
望
者
に
説
明

す
る
な
ど
受
入
体
制
が
で
き
て
い
ま

す
。
前
島
で
の
出
荷
進
発
式
は
生
産

者
か
ら
も
好
評
で
、
島
全
体
が
一
丸
と

な
っ
て
新
規
就
農
者
へ
の
栽
培
指
導
が

行
え
て
お
り
、
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
ま
す
。

か
ん
ら
ん

か
ん
ら
ん

3　ぱれっと　 ぱれっと　2

●
瀬
戸
内
レ
モ
ン
部
会
活
性
化
に
つ
い
て
　
●
前
島
キ
ャ
ベ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



ＴＡＣ指導員の取り組み内容に基づいて活動され
ている瀬戸内営農センター管内の組合員さんに
お話を聞きました。（敬称略）

予 告

広
報
　
こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
の
活

動
評
価
な
ら
び
に
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

期
待
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　阿
部
セ
ン
タ
ー
長
（
以
下
、
阿
部
）

　
課
題
実
践
に
つ
い
て
、
手
探
り
の
状
態

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
組
ん
で
関
係
機
関
と
連
携
す
る
等
、

ゴ
ー
ル
は
ま
だ
遠
い
で
す
。

　
今
後
は
、
単
に
作
物
の
生
産
指
導
や
作

付
拡
大
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
、

生
産
流
通
や
加
工
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
等
、

こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
物
語
の
あ
る
取
り

組
み
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　広
報
　
今
回
、Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
が
設
定
し
た

２
つ
の
課
題
実
践
計
画
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
評
価
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

阿
部
　
遊
休
農
地
の
利
活
用
と
農
家
収
入

の
安
定
を
目
指
し
て
管
内
に
導
入
し
た
レ
モ

ン
は
、
隔
年
結
果
に
よ
る
収
量
不
安
定
等
の

課
題
が
あ
り
、
優
良
事
例
や
先
進
地
の
視

察
等
に
よ
り
、部
会
の
活
性
化
を
図
り
、「
見

て
」・「
聞
い
て
」・「
学
ぶ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
実
践
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
レ
モ
ン
部
会
は
「
安
定
生
産
＋
安
定
出

荷
＋
販
売
ル
ー
ト
」
の
確
立
を
検
討
課
題

と
し
、
年
度
当
初
に
関
係
機
関
の
連
携
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ド
強
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
生
産
と
需
要
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
り

組
み
目
標
を
立
て
て
、
夏
枝
管
理
の
実
証

や
地
元
（
市
内
）
実
需
者
に
意
見
を
聞
く

機
会
を
設
け
る
な
ど
販
売
経
路
と
栽
培
技

術
の
確
立
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
レ
モ
ン
部

会
と
の
合
意
の
も
と
で
、
安
定
し
た
生
産

ロ
ッ
ト
の
確
保
と
並
行
し
て
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
の
策
定
ま
で
を
協
調
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
前
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
前
島
で
新
規

就
農
者
の
確
保
と
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
振

興
の
両
面
を
す
す
め
て
い
こ
う
と
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
県
・
市
と
も
連
携
し
て

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
対
応
や
、
就

農
セ
ミ
ナ
ー
・
就
農
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
開
催
や
移
住
フ
ェ
ア
に
参
加
し
、
新
規

の
キ
ャ
ベ
ツ
生
産
者
の
確
保
と
移
住
者
確

保
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
前
島
地
区
内
で
は
、
農
家
組
合
へ
の
取

り
組
み
説
明
や
就
農
相
談
や
産
地
見
学
対

応
を
通
じ
て
機
運
の
醸
成
を
図
り
、
前
島

の
シ
ン
ボ
ル
が
キ
ャ
ベ
ツ
で
あ
る
こ
と
の
Ｐ

Ｒ
と
し
て
「
牛
窓
甘
藍
進
発
式
」
を
開
催

し
て
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
す
る
足
掛
か
り
は
実
践
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
以
降
も
、新
規
就
農
者
の
確
保
・

キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
拡
大
、
更
に
は
地
域
の

活
性
化
等
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
継
続
し

た
活
動
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

広
報
　
次
年
度
の
取
組
課
題
を
設
定
す
る

う
え
で
の
方
向
性
や
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
に
取

り
組
ん
で
欲
し
い
課
題
等
が
あ
れ
ば
お
願

い
し
ま
す
。

阿
部
　
是
非
、
将
来
像
が
見
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
に
よ
っ
て
産
地
や
地
域
を
導
い

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
に
は
、
常
に
現
場
の
最

前
線
で
「
仕
掛
け
」
を
す
る
こ
と
が
地
域

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
の
思
い
で
、

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
達
成
感
の
あ
る
取
り

組
み
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
多
様
な
力
が
Ｊ
Ａ
に
、
あ
る
い
は
産
地

や
地
域
に
結
集
し
、
単
に
農
業
の
領
域
だ

け
で
な
く
、
次
の
可
能
性
が
生
ま
れ
る
よ

う
な
大
き
く
象
徴
的
な
取
り
組
み
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

瀬戸内営農センター　センター長

瀬
戸
内
営
農

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
に
聞
く

1
年
目
の
所
感
と

２
年
目
へ
の
思
い

かんらん

か
ん
ら
ん

　昨年度は豊作傾向でしたが、レモン栽培は暖かい
気候を好むので天候によって収量が大きく異なるの
が課題です。部会では収量を増やし、ブランド化や
６次産業化を目指しています。今年は先進地への視
察を行いました。令和２年度では安定収量の確保の
ためにせん定方法や防除暦の見直しに力を入れたい
と考えています。

　今年は暖冬の影響もあり、豊作の年でしたが秀品
率が思っていたほど上がりませんでした。部会として
初めて先進地への視察に行きましたが、秀品率が９割
と高いことに驚き、せん定や病害虫の予防法といった
栽培方法も異なっていたため、今後の参考にしたいと
考えています。今後は防除暦の見直しを行い、それ
をＴＡＣ指導員と連携して適切な予防法を周知し、より
収量が見込まれる儲かるレモンの像を作りたいです。

ぱれっと　45　ぱれっと　

　
ぱ
れ
っ
と
１０
月
号
で
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
の
課
題
実
践
報
告
建
部

営
農
セ
ン
タ
ー
を
掲
載
予
定
で
す
。

阿部 浩一
あ　 べ　　こう いち

尾上 大治 河﨑 巧
かわ さき　たくみ

○岡 せとうちレモン部会
部会長

○岡 せとうちレモン部会

おの うえ　だい  じ

○岡 牛窓キャベツ部会
部会長

おお  た　おさむ

太田 修
　就農の研修受け入れ先として新規就農者へ農地を貸し、キャベツ
の栽培方法を指導しています。行政も定住に協力的で、市が定住の
サポートをするので就農に対する不安も少ないと感じています。県外
の就農フェアに積極的に参加すると、農業を志している方は多いので、
積極的に呼び込んでいきたいです。
　また、今年はブランドキャベツ「牛窓甘藍」の進発式を行いました。
前島に住んでいる人にもよい刺激となり、新規就農者へ農地の提供
や指導に一丸となって協力してくれています。キャベツを通してもっと
もっと島全体を盛り上げていきたいと思っています。

レモン農家

キャベツ農家

声農業者の



　7
月
20
日
、
建
部
地
区
の
ピ
ー
マ

ン
農
家
薬
師
寺
林
枝
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　両
親
は
米
農
家
で
し
た
が
就
農
以

前
は
県
外
で
勤
め
て
い
ま
し
た
。
17

年
前
に
定
年
を
機
に
岡
山
へ
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ピ
ー
マ
ン
部

会
が
定
年
帰
農
者
を
対
象
に
部
会
を

設
立
し
た
こ
と
を
知
り
、
誘
い
を
受

け
ま
し
た
。
健
康
維
持
の
た
め
に
も

親
の
ほ
場
を
引
き
継
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン

農
家
と
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　最
初
は
部
会
長
を
師
匠
に
一
か
ら

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
初
の
2
、

3
年
は
獣
害
被
害
が
多
く
苦
労
し
ま

し
た
。
部
会
の
講
習
会
や
視
察
、
備

前
広
域
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
、今
で
は
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
拍
動
灌
水

装
置
を
導
入
し
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

で
日
照
を
動
力
に
灌
水
と
肥
料
散
布

を
自
動
で
行
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の

力
を
利
用
し
た
効
率
の
よ
い
栽
培
が

魅
力
で
す
。
防
蛾
灯
で
、
予
防
の
回

数
を
減
ら
し
、
安
全
・
安
心
な
野
菜

を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
は
姉
弟
で
行
っ

て
お
り
、
弟
が
収
穫
し
た
も
の
を
私

が
選
果
し
て
い
ま
す
。
ヘ
タ
を
切
り
、

タ
オ
ル
で
磨
き
等
級
別
に
分
け
箱
詰

め
し
て
い
き
ま
す
。
分
担
し
て
ス

ム
ー
ズ
に
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ピ
ー
マ
ン
は
1
回
の
定
植
で
霜
が

降
り
始
め
る
11
月
ご
ろ
ま
で
栽
培
で

き
ま
す
。
裏
作
と
し
て
冬
場
は
土
地

柄
に
あ
っ
た
品
目
で
あ
る
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

―
楽
し
い
点
は

　も
と
も
と
花
が
好
き
で
土
い
じ
り

を
し
て
い
る
時
が
楽
し
い
で
す
。
土

壌
改
良
の
た
め
に
ほ
場
の
周
り
に
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
え
、
病
害
予
防

を
し
て
い
ま
す
。
ほ
場
を
華
や
か
に

す
る
こ
と
で
、
気
分
も
上
が
り
一
石

二
鳥
で
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　健
康
維
持
の
た
め
に
も
80
歳
ま
で

農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
で

き
る
限
り
手
仕
事
に
励
み
、
収
量
を

維
持
し
な
が
ら
家
庭
で
た
く
さ
ん
消

費
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
い
し
い

ピ
ー
マ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　ま
た
、
部
会
で
は
新
規
生
産
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
ピ
ー
マ

ン
を
作
る
新
た
な
仲
間
と
と
も
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

岡
山
に
戻
り
就
農
を
決
意

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

元気に農業を続け、
安全・安心な野菜を作りたい
元気に農業を続け、
安全・安心な野菜を作りたい

vol.241

農
を担う

元
気
に
農
業
を
続
け
て

い
き
た
い

薬師寺 林枝さん
「やくしじ　もとえ」
昭和24年生まれ。○岡建部ピーマン部会建部地区副部会長、○岡建部法蓮草部会所属。ピーマン6㌃、
ホウレンソウ6㌃を経営。趣味は花いじり。座右の銘は「健康第一」。

建部地区：ピーマン、ホウレンソウ農家

ひとつひとつ丁寧にヘタを切ります 姉弟で作業を行っています

ピーマンの収穫作業

薬師寺林枝さん（左）と弟の景山俊さん（右）

ぱれっと　1011　ぱれっと　



資料1 大カブの作型と品種

資料2 間引き

１回目
発芽ぞろいしたころ

２回目
本葉２～３枚のころ

３回目
本葉５～6枚のころ

3月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 品種

早生大蕪
聖護院大丸蕪秋播き

● 播種　　　　収穫

畝幅1.3～1.5m
条間40cm

2条植え
株間25cm

土に入る部分の葉はとる

1/2～1/3にカット1/2～1/3にカット

資料3 大きい葉の挿し穂の調整

資料4 サルビア（左）と花弁がそっくりなセージの花（右）

●
大
カ
ブ
の
栽
培

　古
く
か
ら
日
本
で
栽
培
さ
れ
、
比

較
的
冷
涼
な
気
候
を
好
む
た
め
岡
山

県
で
は
秋
・
冬
の
栽
培
と
な
り
ま
す
。

　柔
ら
か
く
味
が
よ
く
染
み
込
む
秋

冬
に
ピ
ッ
タ
リ
の
野
菜
で
す
（
資
料

1
）。

●
畑
の
準
備

　播
種
の
3
週
間
前
に
10
平
方
㍍
あ

た
り
堆
肥
25
㌔
、
苦
土
石
灰
1
㌔
施

用
し
ま
す
。
播
種
5
日
前
こ
ろ
に
野

菜
い
ち
ば
ん
等
を
10
平
方
㍍
あ
た
り

1
・
5
㌔
を
土
と
よ
く
混
ぜ
ま
す
。

畝
幅
は
2
条
播
き
で
、1
・
3
〜
1
・
5

㍍
と
し
ま
す
（
資
料
2
）。

●
播
種

　播
種
時
期
は
8
月
中
旬
〜
9
月
中

旬
が
適
期
で
す
。

　畝
に
2
条
の
播
き
溝
を
切
り
、
25

㌢
間
隔
に
1
カ
所
5
〜
6
粒
程
度
播

種
を
行
い
ま
す
。

　

　畑
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
前
日

に
灌
水
を
行
っ
て
か
ら
播
種
を
し
ま

す
。
播
種
後
は
5
㍉
程
度
薄
く
覆
土

を
行
い
乾
燥
防
止
の
た
め
不
織
布
等

の
べ
た
掛
け
や
切
り
わ
ら
等
を
敷
き

ま
す
。

●
暑
さ
対
策

　発
芽
後
か
ら
生
育
初
期
は
、
高
温

で
生
育
が
ば
ら
つ
く
た
め
、
畝
に
不

織
布
を
掛
け
、
乾
燥
防
止
・
地
温
の

低
下
を
図
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
被

覆
期
間
は
播
種
後
2
週
間
程
度
と
し

ま
す
。

●
間
引
き

　カ
ブ
は
葉
が
生
育
し
て
か
ら
根
が

肥
大
す
る
の
で
、
残
す
株
の
選
定
が

遅
れ
る
と
倒
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　生
育
に
合
わ
せ
て
2
〜
3
回
に
分

け
て
行
い
ま
す
。
隣
の
葉
が
大
き
く

重
な
り
あ
わ
な
い
よ
う
な
間
隔
で
1

回
目
は
発
芽
が
そ
ろ
っ
た
時
に
、
特

に
込
み
合
っ
た
と
こ
ろ
を
間
引
き
ま

す
。
2
回
目
は
本
葉
が
2
〜
3
枚
の

時
、
生
育
が
不
揃
い
の
も
の
を
間
引

き
ま
す
。
最
後
に
本
葉
が
5
〜
6
枚

の
時
に
行
い
ま
す
（
資
料
2
）。

●
追
肥

　2
回
目
の
間
引
き
時
と
本
葉
7
〜

8
枚
の
時
に
、
野
菜
い
ち
ば
ん
等
を

10
平
方
㍍
あ
た
り
2
0
0
㌘
を
施
用

し
ま
す
。

●
中
耕
と
土
寄
せ

　除
草
を
か
ね
て
追
肥
直
後
と
根
の

肥
大
時
期
に
、
中
耕
と
土
寄
せ
を
行

う
と
肥
大
部
の
生
育
を
促
し
ま
す
。

　土
寄
せ
が
不
十
分
の
場
合
は
根
の

上
部
が
緑
色
に
着
色
し
て
品
質
が
低

下
し
ま
す
。

●
灌
水

　カ
ブ
の
栽
培
で
問
題
に
な
る
の
は

裂
根
で
、
お
も
な
原
因
は
水
分
や
養

分
吸
収
の
差
が
大
き
く
根
部
の
肥
大

が
内
部
と
表
面
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
た
め
発
生
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
急
激
な
土
壌
水
分
の
乾
湿
の
差

は
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
適
度
に
灌

水
を
行
い
ま
す
。

●
収
穫

　品
種
に
よ
り
播
種
後
2
〜
3
カ
月

で
目
安
に
し
ま
す
。
収
穫
が
遅
れ
る

と
、
す
入
り
に
な
り
や
す
い
の
で
注

意
し
ま
す
。

　食
べ
方
は
、
酢
の
物
・
浅
漬
け
や

煮
物
な
ど
に
味
わ
え
ま
す
。

大
カ
ブ
は
、秋
・冬

に
ピ
ッ
タ
リ
の

野
菜
で
す

　寒
さ
に
弱
い
宿
根
草
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
し
て
冬
越
し
し
ま
し
ょ
う
。
低

温
で
株
ご
と
枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
、

ひ
ど
く
傷
ん
だ
り
す
る
宿
根
草
を
た

く
さ
ん
屋
内
に
取
り
込
む
の
は
大
変

で
す
。
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
、
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、
ペ
ン
タ

ス
、
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ル
ー
（
エ
ボ
ル

ブ
ル
ス
）、
オ
キ
シ
ペ
タ
ラ
ム
、
フ

ク
シ
ア
、
ハ
ナ
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
、
サ
ル

ビ
ア
、
セ
ー
ジ
類
な
ど
の
冬
越
し
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
刈
り
込
み

　ペ
ン
タ
ス
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
イ
ン

パ
チ
ェ
ン
ス
な
ど
鉢
植
え
の
場
合

は
、
寒
さ
に
遭
う
前
に
1
／
3
程
度

に
刈
り
込
み
、
屋
内
に
入
れ
て
春
ま

で
管
理
し
ま
す
。
多
く
の
種
類
は
日

射
し
の
あ
る
窓
の
近
く
が
適
し
て
い

ま
す
が
、
真
冬
の
窓
際
は
温
度
が
下

が
り
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

5
℃（
で
き
れ
ば
10
℃
）
以
上
保
て

る
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

　冬
の
間
は
、
温
度
が
低
く
蒸
散
も

少
な
い
の
で
鉢
土
も
な
か
な
か
乾

き
ま
せ
ん
。
水
の
や
り
過
ぎ
で
根

を
腐
ら
せ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

●
挿
し
木

　大
き
な
株
も
挿
し
木
を
し
て
冬
越

し
す
る
と
省
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
種
類

に
よ
っ
て
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
ま
だ
気
温
が
20
℃
程
度
あ
る
9

月
下
旬
か
10
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
行

う
と
発
根
し
や
す
い
の
で
あ
ま
り
遅

く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

冒
頭
に
取
り
上
げ
た
花
は
挿
し
木
で

き
ま
す
。

　大
ま
か
な
手
順
と
注
意
点
を
あ
げ

ま
す
が
、
挿
し
穂
の
長
さ
や
、
葉
の

残
し
具
合
は
種
類
に
よ
っ
て
加
減
し

て
く
だ
さ
い
。

 

・
用
土
：
小
・
細
粒
鹿
沼
土
や
赤
玉

土
、
パ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
に
ピ
ー
ト

モ
ス
を
混
ぜ
、
排
水
性
を
よ
く
し

た
清
潔
な
用
土
か
、
新
し
い
市
販

の
挿
し
木
用
土
な
ど
を
、
浅
め
の

園
芸
用
育
苗
箱
か
駄
温
平
鉢
に
入

れ
て
灌
水
し
て
お
き
ま
す
。

 

・
挿
し
穂
調
整
：
花
の
つ
い
て
い
な

い
（
あ
れ
ば
切
り
取
り
）
元
気
な

茎
を
5
〜
10
㌢
程
に
調
整
（
鋭
利

な
刃
物
で
切
る
）
後
、
挿
す
部
分

の
葉
を
と
り
、
残
っ
た
葉
も
大
き

い
も
の
は
1
／
2
か
1
／
3
程
度

に
切
り
、
葉
面
積
を
小
さ
く
し
ま

す
（
資
料
3
）。
そ
の
後
30
分
程

度
水
あ
げ
し
ま
す
。

 

・
オ
キ
シ
ペ
タ
ラ
ム
な
ど
切
り
口
か

ら
乳
汁
が
出
る
も
の
は
よ
く
水
洗

し
て
か
ら
水
あ
げ
し
ま
す
。

 

・
用
土
に
割
り
ば
し
な
ど
で
挿
し
穴

を
あ
け
、
葉
が
触
れ
合
う
程
度
の

間
隔
で
挿
し
ま
す
。（
挿
す
前
に
オ

キ
シ
ベ
ロ
ン
液
剤
の
希
釈
液
に
基

部
を
漬
け
る
と
発
根
促
進
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。）
風
や
雨
、
直
射

光
の
当
た
ら
な
い
所
に
置
き
、た
っ

ぷ
り
灌
水
し
、
そ
の
後
は
土
が
乾

い
た
ら
灌
水
し
ま
す
。
水
が
多
す

ぎ
る
と
発
根
不
良
に
な
り
ま
す
。

 
・
条
件
や
種
類
で
違
い
が
あ
り
ま
す

が
、
早
い
も
の
で
は
2
週
間
程
度

で
発
根
し
ま
す
か
ら
、
徐
々
に
陽

に
当
て
、
低
温
に
な
り
過
ぎ
な
い

所
で
春
ま
で
管
理
し
ま
す
。

　
　意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
サ

ル
ビ
ア
は
原
産
地
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

多
年
草
で
す
。
ま
た
、
セ
ー
ジ
類

は
い
ず
れ
も
サ
ル
ビ
ア
の
仲
間

で
、
挿
し
木
で
き
る
も
の
が
色
々

あ
り
ま
す
（
資
料
4
）。
花
言
葉
は

「
尊
敬
」「
よ
い
家
庭
」
な
ど
で
す
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2020.09

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
宮本 大輔

宿
根
草
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
し
て
冬
越

し
し
ま
し
ょ
う
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JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

資料6 礼肥の施用

資料5 今月の主な作業

肥料

ありがとう
来年も

がんばれるわ

株元から
離して施用

樹冠下よりもやや広めに
施肥の後は軽く土と
混和し灌水を

ご
く
ろ
う

さ
ま

ブドウ・モモ・梨・柿・
リンゴ・イチジク

品　目 作業内容

灌水、収穫、礼肥

梅・スモモ・
ブルーベリー 灌水

ミカン 灌水、
仕上げ摘果

キウイフルーツ 灌水、枝管理

ビワ 灌水、せん定
（結果樹）

　9
月
に
な
る
と
、
露
地
ブ
ド
ウ
や

梨
の
収
穫
が
本
格
化
し
ま
す
。
一
方

で
、
台
風
に
よ
る
強
風
や
秋
雨
前
線

に
よ
る
降
雨
に
よ
り
果
実
の
品
質
低

下
、
落
果
や
落
葉
が
起
こ
り
、
今
年

の
果
実
だ
け
で
な
く
来
年
の
生
育
ま

で
影
響
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
の
で

体
調
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
作
業

を
行
い
ま
し
ょ
う
（
資
料
5
）。

　ま
た
、
P
15
に
も
あ
る
よ
う
に
折

込
チ
ラ
シ
と
し
て
果
樹
苗
木
注
文
書

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
礼
肥
の
施
用

 

・
収
穫
後
の
お
礼
肥

　収
穫
後
、
樹
は
果
実
を
成
ら
し
て

体
力
を
消
耗
し
て
い
ま
す
。
礼
肥
を

施
し
樹
の
体
力
を
回
復
さ
せ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
（
資
料
6
）。
礼
肥
は
施
用

す
る
こ
と
で
秋
根
の
伸
長
を
施
し
ま

す
。
秋
根
は〝
貯
蔵
根
〞と
も
呼
ば
れ

る
ほ
ど
貯
蔵
養
分
を
蓄
え
て
く
れ
ま

す
。
貯
蔵
さ
れ
た
養
分
は
翌
年
度
の

初
期
生
育
を
促
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　ピ
オ
ー
ネ
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
で
は
速
効
性
化
成
肥
料
（
例
：
N
N

高
度
化
成
6
0
4
）
を
成
木
1
本
あ

た
り
1
㌔
程
度
、
桃
で
は
樹
の
大
き

さ
に
も
よ
り
ま
す
が
1
本
あ
た
り

5
0
0
㌘
程
度
を
施
し
ま
す
。

　礼
肥
は
樹
の
状
態
を
見
な
が
ら
施

す
こ
と
が
重
要
で
す
。
樹
勢
が
弱
い

樹
に
は
1
割
程
度
施
肥
量
を
増
や

し
、
収
獲
後
も
枝
が
伸
び
続
け
て
い

る
園
地
で
は
施
用
量
を
控
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫
後
の
正
常
な
生
育
っ
て
？

　ブ
ド
ウ
の
場
合
、
収
穫
後
の
生
育

診
断
で
気
に
か
け
る
べ
き
は
、
伸
長

が
停
止
し
て
い
た
新
梢
が
再
伸
長
し

て
お
ら
ず
、
葉
の
色
が
緑
色
で
病
害

虫
の
被
害
が
な
い
か
と
い
う
点
で

す
。
こ
れ
は
、
光
合
成
生
産
の
盛
ん

な
葉
が
大
切
で
、
冬
季
せ
ん
定
で
残

す
結
果
母
枝
の
部
分
に
養
分
を
蓄
え

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
態
が
10
月
ご
ろ
ま
で
続
き
、

そ
の
後
葉
色
は
淡
く
な
り
、
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
黄
色
の
葉
に
な
り

落
葉
す
る
の
が
理
想
的
で
す
。

●
収
穫
に
つ
い
て

　秋
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
が

厳
し
い
時
期
で
す
。
日
中
の
気
温
が

高
い
時
間
帯
に
収
穫
を
行
う
と
果
実

温
度
も
高
く
な
り
、
収
獲
後
の
日
持

ち
が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
収

穫
は
果
実
温
度
が
下
が
っ
た
早
朝
に

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
台
風
対
策

　台
風
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
る
と
き

は
防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
や
点
検
、
明

渠
の
設
置
や
清
掃
、
棚
の
補
強
な
ど

事
前
に
対
策
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
収
穫
可
能
な
果
実
が
あ
る
時
は

事
前
に
収
穫
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　台
風
通
過
時
は
危
険
な
の
で
園
地

の
見
回
り
な
ど
は
避
け
、
安
全
な
場

所
で
通
過
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
通
過

営農部指導課
小野 智寛

後
は
、
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
、
樹

の
状
況
確
認
や
園
地
の
見
回
り
を
行

い
、
必
要
な
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
灌
水

　こ
の
時
期
は
、
秋
根
が
順
調
に
伸

び
る
こ
と
や
、
施
用
し
た
肥
料
の
分

解
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
晴
天
が
続
く
場
合

は
3
日
〜
4
日
お
き
に
灌
水
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

9
月
は
、
露
地

ブ
ド
ウ
や
梨
の

収
穫
時
期
で
す

お知らせ

2020年9月号掲載商品
・ウィッグ、はかり等
・今月のおすすめ商品

　購買品注文ならびに果樹苗木注文書のチラシを広報誌「ぱれっと」の中に折り込んでおりますのでご利用
ください。お電話でも承ります。QRコードから注文書がダウンロードできます。

□8月1日より営農センター、
　資材店等で電子決済サービス
　PayPayをご利用いただけます。
　岡山市ポイント還元キャンペーン
　8/1～8/31に対応しています。

果樹苗木注文書はこちらから
ダウンロードできます。

果
樹

価格はすべて税込み表示です

電話注文も承ります！！ お近くのJA岡山営農センター・
駐在・資材店までお気軽にお問合せ下さい。

沖田営農センター
（0120）696-737

岡山市中区桑野291-6

西大寺営農センター
（0120）127-191

岡山市東区西大寺中野377-1

瀬戸内営農センター
（0120）530-191

瀬戸内市邑久町豊原101-1

藤田営農センター
（0120）160-191

岡山市南区藤田441

備南営農センター
（0120）215-191

岡山市南区北七区61-1

高松営農センター
（0120）570-191

岡山市北区高松210-3

建部営農センター
（0120）898-535

岡山市北区建部町宮地86
JA岡山

JA岡山組合員様へ

9月号カタログの有効期限は
　9月30日までとなります令和
2年

2020年

写真はイメージです

○単一乾電池4本使用
○ACアダプタ（別売）

台はかり

載台寸法
注文番号/017

注文番号/018～021

330×510㎜
■検定品

載台寸法 265×375㎜
■検定品

薄型デジタル台はかり
（PL-MLC10＋EDI630）
載台寸法 1200×1200㎜
材質：鉄製
フォークリフトでの移動も可能
電源：AC100V
■検定品

デジタル台はかり（300㎏～）
（DP-5601A）
載台寸法
・1200×1200㎜
・850×1000㎜
・500×750㎜
○SS製（鉄製） ○電源：AC100V
○フレコンバッグ等の重量物の計量に最適
■検定品

（UDS-1VN-R2）

音声ランク選別機
ランクNAVI2

デジタル
上皿はかり

写真は実物と多少異なる場合があります。改良のため予告なくデザイン仕様を変更する場合があります。

デジタル上皿はかり

フレコン計量に最適

両面仕様
Dタイプ

音声
ランク選別機
ランクNAVI2
（UDS-1VN-R2）

ACアダプタ使用

最大ランク数：10ランク

●防水型デジタル上皿はかり　ＪＵＳＴＮＡＶＩ
　　業界最高スピード！！表示の速さに驚き　

●音声ランク選別機　ランクＮＡＶＩ
　商品を取るだけで重量ランク選別の効率アップ！！

●上皿はかり
　　見てびっくり！！みどりのはかり衝撃耐久試験

動 画 特 集

防水型デジタル
上皿はかり
（JustNAVI J-100W 両面表示J-100WD）

※注文書は裏面をご使用ください。

注文番号  ひょう量 価 格
001
002
003

150㎏ 92,290円
60㎏ 92,290円
30㎏ 92,290円

注文番号  ひょう量 価 格
010
011
012

150㎏ 47,300円
60㎏ 47,300円
32㎏ 47,300円

注文番号  ひょう量 価 格
022 30㎏ 98,780円

注文番号  ひょう量 価 格
026 30㎏ 24,310円

注文番号 ひょう量 価 格
033 50㎏ 26,244円
034 30㎏ 19,872円

注文番号 ひょう量 価 格
046 6㎏ 24,970円
047 3㎏ 24,970円

注文番号 ひょう量 価 格
048 6㎏ 33,880円
049 3㎏ 33,880円

注文番号 ひょう量 価 格
050 15㎏ 48,620円
051 6㎏ 48,620円
052 3㎏ 48,620円

注文番号 ひょう量 価 格
035 30㎏ 11,988円
036 20㎏ 11,988円

注文番号 ひょう量 価 格
037 12㎏ 7,992円
038 8㎏ 7,992円
039 4㎏ 7,992円
040 2㎏ 7,992円

注文番号 ひょう量 価 格
041 2㎏ 8,140円
042 1㎏ 8,140円

注文番号 ひょう量 価 格
043 400g 8,140円
044 200g 8,910円

注文番号 ひょう量 価 格
045 100g 3,190円

注文番号  ひょう量 価 格
023
024
025

15㎏ 79,200円
6㎏ 79,200円
3㎏ 79,200円

注文番号  ひょう量 価 格
030
031
032

15㎏ 38,720円
6㎏ 38,720円
3㎏ 38,720円

注文番号  ひょう量 価 格
027
028
029

15㎏ 18,480円
6㎏ 18,480円
3㎏ 18,480円

注文番号  ひょう量 価 格
013
014
015

1,200㎏ 776,490円
600㎏ 582,450円
300㎏ 232,980円

注文番号  ひょう量 価 格
021（車付）100㎏ 134,310円

注文番号  ひょう量 価 格
017
018

（車付）100㎏ 116,490円

019
（車なし）100㎏ 111,650円

020
（車付）50㎏ 116,490円
（車なし）50㎏ 111,650円

注文番号  ひょう量 価 格
016 1,500㎏ 320,320円

注文番号  ひょう量 価 格
004
005
006

120㎏
150㎏
60㎏
64㎏
30㎏
32㎏

82,500円
82,500円
82,500円

注文番号  ひょう量 価 格
007
008
009

120㎏
150㎏
60㎏
64㎏
30㎏
32㎏

126,280円
126,280円
126,280円

ぱれっと　142020.915　ぱれっと　
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農を担う
ピーマン農家　薬師寺 林枝 さん
農を担う
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農を担う
ピーマン農家　薬師寺 林枝 さん
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地域によろこびの
種をまく

　今回のあぐろグラムではJA岡山公式Instagramを紹介
します。管内のイベント告知や旬の情報、お得なキャンペー
ンの紹介などを発信しています。
　2年前に開設し、投稿したらすぐに「いいね」やコメントを
いただき、JA岡山のファンをとても身近に感じるようにな
りました。
　大好きな地元、地域を盛り上げる未来への種まきとして、
Instagramを通じた地域情報の発信をこれからも続けて
いきます。
　右記のQRコードからチェックしてみてください。
　
　　　　　　　　　　　　　　　編集担当

JA岡山公式
Instagramをチェック！

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

Recipe
旬のレシピ紹介

レシピ提供／永井智一（ながいともかず）
茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

フライパンにサラダ油をひき、ひき肉をよく炒める。

（1）に角切りにしたフルーツトマトを入れさらに炒める。

（2）に水、ブイヨンキューブを入れ、中火で煮込む。

フライパンの水分が3分の1になったら、卵を溶き回し掛けてとじる。

丼にご飯を盛り付け、（4）をのせアサツキを散らし出来上がり。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

簡
単
洋
風
玉
子
丼

簡
単
洋
風
玉
子
丼

豚ひき肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120g
フルーツトマト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個
鶏卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1カップ
ブイヨンキューブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
アサツキ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小口切り適宜
ご飯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2膳分

作り方 材料（2人分）

JA岡山公式Instagramはこちら！

@jaokayama_official久山 隆一

地
域
に
よ
ろ
こ
び
の

種
を
ま
く

JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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「ＴＡＣ指導員の課題実践報告」
瀬戸内営農センターの取り組み内容


